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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第68期
第３四半期
連結累計期間

第69期
第３四半期
連結累計期間

第68期

会計期間
自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日

自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日

売上高 (千円) 24,845,414 27,322,983 40,818,719

経常利益又は経常損失(△) (千円) △408,593 531,444 369,163

四半期(当期)純利益又は四半期
純損失(△)

(千円) △528,691 421,003 155,208

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △408,109 375,633 576,687

純資産額 (千円) 4,592,809 5,960,312 5,588,805

総資産額 (千円) 26,355,307 26,916,607 29,372,155

１株当たり四半期(当期)純利益
金額又は１株当たり四半期純損
失(△)

(円) △25.66 20.44 7.53

潜在株式調整後１株当たり　　
四半期（当期）純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 13.8 18.3 15.5
 

　

回次
第68期
第３四半期
連結会計期間

第69期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成24年10月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日

１株当たり四半期純利益又は四半
期純損失(△)

(円) △3.36 10.81
 

(注)　1　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

　

　
２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報

告書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

　
(１)業績の状況

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、政府による経済対策や金融政策を背景にして内需

は底堅く推移しています。外需についても先行き不透明感はあるものの、世界景気は緩やかな持ち直し

に向かうと予測されています。

建設業界におきましては、消費税引き上げに対する経過措置期限が過ぎたことで受注減の影響が出て

いますが、駆け込み受注が売上に貢献するとともに、今後の消費増税に対する財政支出を伴う景気対策

や企業減税などで、設備投資を喚起することが期待されています。

こうした状況の中、当社グループはお客様の信頼確保を第一に、医療・福祉部門や、東北地区での震

災復興工事等に注力し、受注の獲得と利益の向上に取り組んでまいりました。

その結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高が27,322百万円（前年同四半期比10.0%増）

となりました。利益につきましては、営業利益489百万円（前年同四半期は292百万円の損失）、経常利

益531百万円（前年同四半期は408百万円の損失）、四半期純利益421百万円（前年同四半期は528百万円

の損失）となりました。

　
セグメントの業績を示すと、次の通りであります。なお、当社グループでは、セグメント利益につい

ては四半期連結損益計算書の売上総利益を基礎としております。

　

（建築セグメント）

国内での建築工事に関する事業より構成され、売上高は15,448百万円（前年同四半期比17.4％増）、

セグメント利益は1,019百万円（前年同四半期比96.5％増）となりました。

（土木セグメント）

国内での土木工事に関する事業より構成され、売上高は8,954百万円（前年同四半期比16.3％増）、

セグメント利益は480百万円（前年同四半期比1.9％減）となりました。
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（海外セグメント）

海外での工事に関する事業より構成され、売上高は1,958百万円（前年同四半期比41.3％減）、セグ

メント利益は162百万円（前年同四半期は67百万円の損失）となりました。

（不動産セグメント）

不動産事業における売上高は357百万円（前年同四半期比0.8％減）、セグメント利益は170百万円

（前年同四半期比8.7％減）となりました。

（その他のセグメント）

資機材の販売・賃貸等その他の事業に関する売上高は604百万円（前年同四半期比114.3％増）、セグ

メント利益は65百万円（前年同四半期比102.6％増）となりました。

　
(２)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

(３)研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 62,244,000

計 62,244,000
 

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 22,072,850 22,072,850
名古屋証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は　　　　　　
1,000株であります。

計 22,072,850 22,072,850 ― ―
 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年10月１日～
平成25年12月31日

― 22,072,850 ― 2,368,032 ― 1,232,784
 

　

(6) 【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
　(自己保有株式)
　普通株式

1,253,000
― ―

完全議決権株式(その他)
　普通株式

20,707,000
20,707 ―

単元未満株式
　普通株式

112,850
― ―

発行済株式総数 22,072,850 ― ―

総株主の議決権 ― 20,707 ―
 

(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式208株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成25年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
徳倉建設株式会社

名古屋市中区錦三丁目13
番５号

1,253,000 ― 1,253,000 5.68

計 ― 1,253,000 ― 1,253,000 5.68
 

　

 

　
２ 【役員の状況】

　

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に準拠して作成し、「建設業法施行規則」(昭和24年建設省令第14号)に準じて記載

しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成25年10月１

日から平成25年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、栄監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,831,757 6,583,912

受取手形・完成工事未収入金等
※2, ※3 13,565,075 ※2, ※3 7,406,066

販売用不動産 193,464 176,399

未成工事支出金 798,992 2,679,809

不動産事業支出金 － 112,673

商品及び製品 1,717 10,633

材料貯蔵品 4,125 4,702

繰延税金資産 94,426 93,896

その他 1,054,003 958,171

貸倒引当金 △320,164 △198,496

流動資産合計 20,223,398 17,827,768

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 3,861,601 3,839,963

減価償却累計額 △2,019,833 △2,072,266

建物及び構築物（純額） 1,841,768 1,767,696

機械装置及び運搬具 367,506 399,774

減価償却累計額 △342,675 △318,076

機械装置及び運搬具（純額） 24,831 81,698

船舶 77,926 110,102

減価償却累計額 △44,042 △80,856

船舶（純額） 33,883 29,245

工具、器具及び備品 197,800 193,800

減価償却累計額 △183,400 △180,219

工具、器具及び備品（純額） 14,400 13,580

土地 4,635,560 4,616,857

リース資産 － 3,960

減価償却累計額 － △264

リース資産（純額） － 3,696

有形固定資産合計 6,550,444 6,512,774

無形固定資産

その他 67,815 106,755

投資その他の資産

投資有価証券 1,612,400 1,688,741

長期貸付金 281,117 295,341

長期未収入金 365,380 395,897

破産更生債権等 70,866 21,038

繰延税金資産 74,576 59,225

その他 251,378 175,847

貸倒引当金 △125,223 △166,782

投資その他の資産合計 2,530,496 2,469,308

固定資産合計 9,148,756 9,088,839

資産合計 29,372,155 26,916,607
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 10,233,958 6,786,691

短期借入金 8,181,868 6,445,928

1年内償還予定の社債 395,000 333,000

未払金 212,502 218,709

未払法人税等 42,905 38,443

未成工事受入金 1,517,192 3,734,977

完成工事補償引当金 103,451 109,758

工事損失引当金 80,371 39,517

賞与引当金 58,812 34,589

環境対策引当金 8,914 －

その他 427,788 300,332

流動負債合計 21,262,765 18,041,948

固定負債

社債 686,000 552,500

長期借入金 1,100,443 1,498,913

長期未払金 49,338 51,199

退職給付引当金 457,082 455,532

環境対策引当金 2,394 2,394

再評価に係る繰延税金負債 109,385 109,385

資産除去債務 9,115 9,238

その他 106,825 235,183

固定負債合計 2,520,584 2,914,347

負債合計 23,783,349 20,956,295

純資産の部

株主資本

資本金 2,368,032 2,368,032

資本剰余金 1,527,310 1,527,310

利益剰余金 1,110,116 1,531,120

自己株式 △163,478 △163,728

株主資本合計 4,841,980 5,262,733

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 214,332 215,632

繰延ヘッジ損益 59,132 －

土地再評価差額金 △553,462 △553,462

その他の包括利益累計額合計 △279,998 △337,829

少数株主持分 1,026,823 1,035,407

純資産合計 5,588,805 5,960,312

負債純資産合計 29,372,155 26,916,607
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

売上高
※1 24,845,414 ※1 27,322,983

売上原価 23,740,905 25,491,566

売上総利益 1,104,508 1,831,417

販売費及び一般管理費 1,397,031 1,342,322

営業利益又は営業損失（△） △292,522 489,094

営業外収益

受取利息及び配当金 29,506 31,105

為替差益 － 152,316

その他 38,230 36,951

営業外収益合計 67,737 220,372

営業外費用

支払利息 133,453 114,670

為替差損 12 －

その他 50,342 63,352

営業外費用合計 183,808 178,022

経常利益又は経常損失（△） △408,593 531,444

特別利益

固定資産売却益 7,288 10,444

投資有価証券売却益 992 1,225

特別利益合計 8,281 11,669

特別損失

固定資産除売却損 1,440 2,861

投資有価証券売却損 0 －

関係会社株式評価損 － 27,029

投資有価証券評価損 98,571 －

その他 8,280 －

特別損失合計 108,293 29,890

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△508,605 513,222

法人税、住民税及び事業税 45,455 81,060

法人税等調整額 16,661 △1,252

法人税等合計 62,116 79,807

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△570,722 433,415

少数株主利益又は少数株主損失（△） △42,030 12,411

四半期純利益又は四半期純損失（△） △528,691 421,003
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△570,722 433,415

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 65,925 1,350

繰延ヘッジ損益 96,687 △59,132

その他の包括利益合計 162,613 △57,781

四半期包括利益 △408,109 375,633

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △365,944 363,172

少数株主に係る四半期包括利益 △42,164 12,461
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

　
該当事項はありません。

　
(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

　　

該当事項はありません。

　
(会計方針の変更等)

　

該当事項はありません。

　
(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

　

該当事項はありません。
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(四半期連結貸借対照表関係)

　
　１ 偶発債務

(1)連結会社以外の会社等の金融機関からの借入に対して、債務保証を行っております。

　

　
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

トクラ・タイランド㈱ 32,000千円 ― 千円

従業員 8,076千円 6,530千円

計 40,076千円 6,530千円
 

　
　
(2)次の会社の分譲住宅販売に係る手付金等受領額に対して、信用保証会社へ保証を行って

　　　おります。

　

　
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

宝交通㈱ ― 千円 33,925千円

㈱エムジーホーム ― 千円 1,985千円

計 ― 千円 35,910千円
 

　

　

※２ 受取手形割引高

　

　
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

受取手形割引高 1,030千円 3,000千円
 

　

　

※３ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しておりま

す。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日

満期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　

　
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

受取手形 1,188千円 765千円

受取手形割引高 ― 千円 3,000千円
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(四半期連結損益計算書関係)

※１　売上高の季節的変動

前第３四半期連結累計期間(自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日)及び当第３四半期連結累

計期間(自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日)

当社グループの売上高は、主たる事業である建設事業において、契約により工事の完成引渡しが第４

四半期連結会計期間に集中しているため、第１四半期連結会計期間から第３四半期連結会計期間におけ

る売上高に比べ、第４四半期連結会計期間の売上高が著しく多くなるといった季節的変動があります。

　
　
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当３第四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。な

お、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりで

あります。

　

　
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

減価償却費 78,255千円 119,234千円
 

　

　

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)

１．配当金支払額

　

該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１．配当金支払額

　

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

その他 合計

建築 土木 海外 不動産 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 13,161,352 7,702,685 3,338,526 360,877 24,563,442 281,972 24,845,414

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

18,462 41,629 ― 124,355 184,447 503,966 688,414

計 13,179,815 7,744,314 3,338,526 485,233 24,747,889 785,939 25,533,828

セグメント利益又は損失(△) 518,699 489,609 △67,030 187,147 1,128,426 32,099 1,160,525
 

(注)　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、資機材賃貸事業及び資機材販売事業

等を含んでおります。

　
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 1,128,426

「その他」の区分の利益 32,099

セグメント間取引消去 △56,016

四半期連結損益計算書の売上総利益 1,104,508
 

　
３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

その他 合計

建築 土木 海外 不動産 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 15,448,162 8,954,615 1,958,048 357,977 26,718,803 604,179 27,322,983

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

16,052 42,501 ― 56,863 115,417 373,701 489,118

計 15,464,215 8,997,116 1,958,048 414,840 26,834,221 977,881 27,812,102

セグメント利益 1,019,101 480,301 162,287 170,832 1,832,523 65,021 1,897,545
 

(注)　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、資機材賃貸事業及び資機材販売事業

等を含んでおります。

　
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 1,832,523

「その他」の区分の利益 65,021

セグメント間取引消去 △66,128

四半期連結損益計算書の売上総利益 1,831,417
 

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであり

ます。

　

項目 　
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

１株当たり四半期純利益又は四半期純損失(△) (円) △25.66 20.44

 (算定上の基礎) 　 　 　

四半期純利益又は四半期純損失(△) (千円) △528,691 421,003

普通株主に帰属しない金額 (千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失
(△)

(千円) △528,691 421,003

普通株式の期中平均株式数 (株) 20,599,877 20,597,160
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。　

　
　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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栄監査法人

代表社員
業務執行社員

　公認会計士   玉　　置　　浩　　一   印

代表社員
業務執行社員

　公認会計士   横　　井　　陽　　子   印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成26年２月13日

徳倉建設株式会社

　取締役会 御中

　

 

　

 

　

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている徳
倉建設株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間
(平成25年10月１日から平成25年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25
年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、
四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務
諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実
施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公
正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、徳倉建設株式会社及び連結子会社の平成25
年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示して
いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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